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上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

○
二
十
三
年
度
決
算
認
定

　

平
成
二
十
三
年
度
の
一
般
会

計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
認
定

は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
意

見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

（
九
ペ
ー
ジ
参
照
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　

北
竜　

横
山
佳
幸 

氏

　

東
予　

大
西
晴
彦 

氏

○
二
四
年
度
補
正
予
算

・
移
住
定
住
応
援
費

移
住
定
住
応
援
奨
励
金
増

 

四
百
八
十
五
万
円

・
子
育
て
支
援
費

保
育
園
運
営
委
託
料
増

 

二
百
六
十
五
万
円

・
商
工
振
興
費

中
小
企
業
緊
急
対
策
利
子
補
給
助
成
金

 

七
百
万
円

・
融
雪
溝
管
理
費

融
雪
溝
管
理
運
営
協
会　

交
付
金

 

二
百
五
十
万
円

・
消
防
施
設
費

エ
ア
ジ
ャ
ッ
キ
更
新
に

 

六
十
一
万
円

・
学
校
管
理
費

修
繕
費

 

六
十
五
万
八
千
円

旧
中
学
校
・
校
舎
除
雪
委
託
料

 

百
七
十
三
万
円

・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
費

北
竜・恵
比
島・共
成
地
区
除
雪
委
託
料 

増

 

六
十
二
万
四
千
円

・
職
員
費

給
与
・
手
当
等
・
共
済
費　

増

 

千
五
百
八
十
四
万
七
千
円

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
費

指
定
寄
附
積
立
金　

増

 

二
百
十
一
万
八
千
円

　

な
ど
、
一
般
会
計　

三
千
六

百
三
十
五
万
九
千
円
を
追
加
、

特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
に
不
用
額

の
精
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
国
民
に
対
し

て
正
確
な
情
報
提
供
も
な

く
、
国
民
の
同
意
も
な
い

ま
ま
、
交
渉
参
加
に
向
け

た
関
係
国
と
の
協
議
の
開

始
を
表
明
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
地
方
の

産
業
と
国
民
生
活
に
及
ぼ

す
影
響
な
ど
に
つ
い
て
十

分
な
情
報
提
供
と
国
民
的

な
議
論
を
行
う
と
と
も
に
、

国
民
の
同
意
を
得
な
い
ま

ま
、
交
渉
に
は
参
加
し
な

い
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

平成24年
第4回定例会

12月18日

平成24年 第５回 臨時会 10月25日平成25年 第１回 臨時会 １月10日
○沼田小学校ICT整備事業に関わる物品購入契約
　…… 1,256万円 パソコン65台及びICT設備一式
○沼田小学校の旧校舎、解体工事の請負契約
　…… 5,229万円

○監査委員の選任 …… 旭町 金子幸保 氏
○一般会計補正予算
　町道除雪業務委託料 …… 980万円
　（1.5回分の排雪費）

○特別会計補正予算
　和風園のボイラー修繕費 …… 58万７千円

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
交
渉
参
加

中
止
を
求
め
る
意
見
書
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■大雪に悩まされている今年の沼田町ですが、
雪と町民の共生に力強い仲間が加わりました。
■昨年、約18年使用してきた圧雪車が故障した
ため、約2,900万円をかけて新車を購入。昨
年の圧雪車よりも広い幅でのコース整備が可
能になり、さらに綺麗に整備できます。

昨年６月に、80万円余の不正経理が発覚しました。
不正分は、金額が確定された翌日に、全額が弁済されました。
組合議会の定例会では、顛末を報告させるとともに、再発防止策を
確認し、すでに全額が弁済されていることもあり、認定いたました。

昨年４月に４町の負担金3,310万円の使途不明金が発覚しました。
＜内訳＞　沼田町　　980万円　　幌加内町　860万円
　　　　　妹背牛町　850万円　　北竜町　　620万円
使途不明の始まりは、少なくとも1993年からのようです。
組合議会では特別委員会を立ち上げ、これまで９回の委員会を開
くなど調査していますが、当時の会計担当者が口を閉ざしていて、
何に使ったかさえ語らず、難航しています。
沼田町議会としては、事件の全容解明と、管理者である深川市が

全額弁済するように要求しています。

昨年、２つの不正経理が発覚しました。給食センターは早急に解決しまし
たが、深川の消防組合はまだ時間がかかるようです。

北空知 学校給食センター組合

深川地区 消防組合

不正経理

高穂スキー場に登場!

1月21日の3学期から、使われています

■斬新なデザインの沼田小学校が姿を現しまし
た。中も、「ひかりの原っぱ」と名付けた屋
根ガラスからの自然光があふれる開放的な空
間です。
■各教室と体育館を一体化するなど、寒冷地に
適したコンパクトな形状です。
■みんな仲良く学んでくださいね♪



4

問　
本
町
の
農
業
の
振
興
政

策
は
農
業
総
合
対
策
事
業

の
中
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
農
業
振
興
基
金
で

の
運
用
額
が
九
百
二
十
六
万
二

千
円
で
運
用
し
て
い
る
事
業
が

な
か
な
か
、
利
用
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

農
業
者
が
求
め
る
事
と
ギ
ャ

ツ
プ
が
有
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
執
行
状
況
を
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

　

来
年
度
よ
り
普
及
セ
ン
タ
ー

が
深
川
に
移
転
し
ま
す
が
、
営

農
指
導
の
距
離
感
と
不
便
感
を

対
策
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
専
門
職
を
雇
う
の
も
解

決
策
と
考
え
る
が
、
い
か
が
で

す
か
。

　

今
年
度
の
振
興
基

金
に
よ
る
執
行
額
は

三
百
三
万
七
千
円
で
す
。
有
効

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
な
対
策
と
、

使
い
や
す
い
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

の
検
討
も
し
て
い
ま
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

沼
田
を
担
当
す
る
職
員
を
現
行

の
四
名
体
制
で
、
二
人
に
一
台

の
公
用
車
を
配
置
し
、
農
家
の

現
地
要
望
に
対
応
し
た
い
。

　

現
地
指
導
す
る
際
の
拠
点
と

し
て
農
協
の
事
務
所
を
利
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

専
門
職
に
つ
い
て
は
来
年
度

よ
り
普
及
員
の
Ｏ
Ｂ
の
方
を
雇

う
こ
と
が
決
ま
り
、
さ
ら
に
は

農
政
部
に
職
員
の
派
遣
を 

お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
決
ま
れ
ば
、
総
合
農

業
対
策
室
を
作
り
、
議
員
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
対
策
の
窓
口
を
設

置
す
る
こ
と
で
担
い
手
対
策
、

新
規
就
農
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
距
離
感
を
無
く
し
て
い
き
た

い
。

　

三
月
ま
で
の
中
で
表
明
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

り
十
分
な
除
雪
が
出
来
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ

ま
す
。
今
後
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

①
歩
道
の
雪
だ
け
で
な
く
車
道

の
除
雪
車
で
削
っ
た
、
か
た

い
雪
ま
で
も
投
雪
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ど
の
様
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

②
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
国

道
、
道
道
を
問
わ
ず
に
町
が

排
雪
を
す
る
事
が
で
き
な
い

の
か
。

③
融
雪
溝
管
理
運
営
協
議
会
に

交
付
金
の
増
額
補
正
さ
れ
た

が
、抜
本
的
な
対
策
な
の
か
。

④
重
機
等
で
投
入
す
る
大
型
融

雪
溝
を
設
置
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

①
道
路
の
雪
を
含
め

　

投
雪
を
し
て
頂
き

大
変
な
ご
苦
労
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

②
大
雪
に
見
舞
れ
た
時
、
国
、

道
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
　

ど
ち
ら
も
管
理
者
以
外
の

除
排
雪
は
認
め
ら
れ
な
い
と

の
事
で
す
。

③
交
付
金
（
二
百
五
十
万
円
）

で
す
が
、
融
雪
溝
の
蓋
が
除

雪
に
よ
り
埋
ま
り
、
そ
れ
を

取
り
除
く
た
め
に
、
そ
の
経

費
を
計
上
し
ま
し
た
。
来
年

度
以
降
ど
う
す
る
か
協
議
し

た
い
。

④
大
型
の
融
雪
溝
で
す
が
、
ど

の
く
ら
い
の
規
模
を
想
定
し

て
い
る
の
か
、
ど
う
運
営
し

て
い
く
の
か
な
ど
、
問
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
へ
の
一般
質
問

問　
本
町
の
融
雪
溝
沿
線
で

は
、
住
民
の
努
力
に
よ
り

投
雪
作
業
が
行
わ
れ
、
買
い
物

環
境
や
交
通
事
故
防
止
に
多
大

な
寄
与
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
開
始
か
ら
十
数
年

が
経
過
し
、
種
々
の
事
情
に
よ

高田　勲
議員

融
雪
溝
沿
線
の
住
民
負
担
軽
減
の
対
策
は

除
雪
経
費
を
新
た
に
交
付
金
と
し
て

 

予
算
を
計
上
す
る

問答

鵜野範之
議員

農
業
総
合
対
策
と

 

普
及
セ
ン
タ
ー
移
転
に
つ
い
て

普
及
員
Ｏ
Ｂ
の
雇
用
を
考
え
て
い
る

問答

融雪溝への雪入れは、たいへん

廃止が決まった農業普及センター
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問　
沼
田
町
の
人
口
も
年
々

減
り
続
け
て
、
も
う
三
千

五
百
人
台
に
な
っ
た
。
過
去
、

十
年
間
で
町
外
へ
転
出
さ
れ
た

方
が
千
七
百
四
十
五
人
。
転
入

が
千
三
百
十
九
人
で
、
四
百
人

ほ
ど
転
出
者
が
多
い
。
さ
ら
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
生
ま
れ
た

方
よ
り
も
三
百
七
十
一
人
多
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
十
年
間
で
人
口

が
七
百
二
十
人
ほ
ど
減
っ
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
他
の
市
町

と
合
併
し
な
い
と
、
生
き
残
っ

て
行
け
な
い
の
で
は
な
い
の
か
？

　

も
し
合
併
せ
ず
に
生
き
残
る

の
で
あ
れ
ば
、
人
口
を
増
や
す

町
長
の
具
体
的
な
政
策
や
、
大

き
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
を
聞
き

た
い
。

　

国
立
社
会
保
障
人

口
問
題
研
究
所
の
人

口
予
想
で
は
、
二
〇
三
〇
年
に

沼
田
町
は
二
千
六
百
十
一
人
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
仮
に
人
口
対
策
を
何

も
し
な
く
て
も
、
二
十
年
間
は

人
口
が
二
千
人
を
切
ら
な
い
の

で
す
か
ら
、
沼
田
町
は
合
併
せ

ず
に
単
独
で
や
っ
て
行
く
の
が

ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
私
が
行
い
た
い
人

口
対
策
は
、『
子
育
て
環
境
』

と
し
て
、「
幼
稚
園
と
保
育
園

の
一
元
化
」、「
小
中
の
一
貫
教

育
」、「
子
育
て
住
宅
」。
さ
ら

に
『
福
祉
、
医
療
、
介
護
』
の

施
設
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
の

で
、
作
り
た
い
。
そ
こ
に
『
雇

用
』
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
も
作

り
た
い
。

　

将
来
は
大
都
市
に
転
出
し
て

も
住
宅
が
無
い
と
か
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
が
高
額
で

入
居
し
に
く
い
な
ど
の
問
題
も

生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
住
み
た

く
な
る
沼
田
町
を
目
ざ
し
ま
す
。

問　
長
い
間
、
沼
田
町
に
馴

染
み
の
あ
っ
た
給
食
セ
ン

タ
ー
を
役
場
の
職
員
と
議
員
が
、

永
遠
に
無
く
す
判
断
を
す
る
分

か
れ
道
に
立
っ
て
い
ま
す
。
た

し
か
に
人
口
減
や
予
算
削
減
な

ど
で
、
あ
ら
ゆ
る
施
設
を
全
て

の
市
町
村
が
持
つ
フ
ル
セ
ッ
ト

行
政
に
限
界
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
沼
田
町
か
ら
高
校

や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が

無
く
な
り
、
さ
ら
に
給
食
セ
ン

タ
ー
が
無
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

次
に
厚
生
病
院
や
警
察
署
が
続

く
こ
と
を
心
配
す
る
町
民
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は「
老
朽
化
」

や
「
経
費
」
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

議
論
が
優
先
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

む
し
ろ
ハ
ー
ド
は
ソ
フ
ト
の
理

念
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

町
民
の
幸
福
の
議
論
を
、
ハ

ー
ド
の
議
論
に
す
り
替
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
沼
田
町
か

ら
無
く
な
る
こ
と
に
あ
た
っ
て

の
質
問
で
す
。

①
プ
ロ
セ
ス
を
超
え
た
判
断
は

い
け
ま
せ
ん
。
町
民
や
役
場

の
職
員
の
意
見
を
ど
う
反
映

し
た
の
か
？

②
現
在
の
学
校
栄
養
教
員
が
築

い
た
食
育
指
導
レ
ベ
ル
を
ど

う
向
上
す
る
の
か
？

③
施
設
を
無
く
し
て
浮
い
た
経

費
は
何
に
使
う
の
か
？

　

沼
田
町
の
学
校
だ

け
の
百
人
か
ら
二
百

人
の
給
食
を
作
る
の
に
、
四
〜

五
億
円
が
か
か
り
ま
す
。
私
は

広
域
で
で
き
る
事
業
は
広
域
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

し
ま
せ
ん
。

②
四
月
以
降
に
協
議
す
る
。

③
今
後
に
増
大
す
る
福
祉
や
教

育
へ
の
財
源
に
し
た
い
。

生
沼
教
育
長
　

も
し
新
し

い
給
食
セ
ン

タ
ー
が
深
川
市
に
で
き
れ
ば
、

栄
養
教
員
は
２
人
配
置
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
食
材
も
参
加
市
町
の

地
場
産
品
を
使
っ
て
、
食
育
を

進
め
た
い
。

津川　均
議員

人
口
が
減
っ
て
も
合
併
し
な
い
の
か

20
年
間
は
、合
併
し
な
い
の
が
ベス
ト
だ
と
思
う

問答

給
食
セ
ン
タ
ー
が
無
く
な
る
対
案
は

北
空
知
の
広
域
で
行
い
経
費
削
減
す
る

問答

7月9日、中学校でイベント炊飯

年齢別の人口グラフで説明する町長

久保元宏
議員

人口予想では2030年になると沼
田町は人口が2,611人で、65歳
以上が1,196人。高齢化率45％
で、２人に１人は65歳以上の高
齢者になる。



つ
ね
被
害
で
、
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
一
九
万
七
千
円
で
す
。

　

対
策
と
し
て
私
ど
も
の
町
は
、

く
く
り
わ
な
で
の
取
組
で
対
応

し
て
お
り
、
昨
年
は
十
三
頭
の

捕
獲
が
あ
り
、
猟
友
会
の
協
力

も
頂
き
な
が
ら
個
体
数
の
削
減

に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

電
気
牧
柵
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
深
川
市
、
北
竜
町
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
普
及
の
問

題
、
近
隣
の
地
権

者
の
合
意
を
得
る

問
題
、
施
設
の
草

刈
等
の
維
持
管
理

の
問
題
が
あ
り
、

有
害
鳥
獣
対
策
委

員
会
で
視
察
検
討

を
行
っ
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
意
向
調
査

も
行
わ
れ
て
い
る

様
で
す
の
で
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、

Ｊ
Ａ
と
も
協
議

し
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

災
害
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
も

必
要
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　

以
前
に
も
携
帯
電

話
の
利
用
出
来
な
い

地
域
よ
り
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
電
波
通
信
管
理
局

に
話
を
伺
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
無
線
通
信

事
業
者
も
一
緒
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
地
局
の
設
置
に
つ
い
て
は

市
町
村
で
出
来
ま
す
が
基
地
局

に
行
く
伝
送
路
は
無
線
事
業
者

で
し
か
設
置
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
の
要
請
を
強
力
に
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
の
使
え
な
い
地
域

を
含
め
て
要
請
、
要
望
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
不
便
の
な
い

形
に
近
づ
け
た
い
。

6

問　
エ
ゾ
鹿
の
農
作
物
被
害

に
つ
い
て
、
当
町
の
被
害

の
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

近
隣
町
村
で
は
、
す
で
に
電

気
牧
柵
の
設
置
、
完
成
が
二
十

五
年
度
に
完
了
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
沼
田
町

の
エ
ゾ
鹿
被
害
の
拡
大
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

早
急
な
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
電
気
牧
柵
の
設
置
は
、

補
助
を
受
け
る
に
は
近
隣
町
村

と
広
域
で
実
施
す
る
事
が
必
要

と
の
事
で
す
が
町
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

　

農
作
物
被
害
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
四

年
度
、
農
業
者
よ
り
申
し
出
が

あ
っ
た
分
と
し
て
、
水
稲
で
五

百
四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
千
百

七
十
七
万
九
千
円
、畑
作
物
他
、

三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
百
一
万

五
千
円
、
そ
の
他
う
さ
ぎ
、
き

問　
携
帯
電
話
の
普
及

は
著
し
く
そ
の
役
割

も
今
で
は
、
通
話
の
み
な

ら
ず
、
メ
ー
ル
あ
る
い
は

情
報
を
利
用
で
き
る
機
能
、

更
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
携
帯

に
成
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
や
、
携
帯
電
話
は
国
民
一

人
に
一
台
の
普
及
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
達
の
町

内
を
見
ま
す
と
未
だ
に
携
帯
電

話
の
通
じ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
圏

外
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。
沼
田

の
特
徴
で
あ
る
、
中
山
間
地
、

沢
地
が
多
い
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
様
な
地
域
を
利
用
し
て

い
る
町
民
に
と
っ
て
は
大
変
な

不
便
と
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
不
便
を
解
消
す
る
事

が
行
政
と
し
て
出
来
な
い
か
、

エ
ゾ
鹿
対
策
は
ス
ピ
ー
ド
感
で
の
対
応
を

対
策
委
員
会
と
協
議
し
取
り
組
み
た
い

問答

携
帯
電
話
の
利
用
エ
リ
ア
の
改
善
を

不
便
の
な
い
環
境
に
近
づ
け
た
い

問答

絵内勝己
議員

山間地の電波塔

長原　誠
議員
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問　
十
一
月
二
十
七
日
の
暴

風
雪
で
室
蘭
方
面
の
送
電

網
が
破
壊
さ
れ
、
全
電
源
喪
失

が
三
日
間
続
き
ま
し
た
。
北
空

知
管
内
で
も
、
想
定
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

北
空
知
管
内
で
厳
寒
時
に
全

電
源
喪
失
が
三
日
間
続
い
た
場

合
、

・
住
民
は
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い

か
。

・
食
糧
は
確
保
で
き
る
か
。

・
安
否
確
認
は
で
き
る
か
。

　

極
め
て
確
率
の
低
い
災
害
に
、

対
策
コ
ス
ト
を
か
け
る
の
は
無

理
が
あ
る
と
し
て
も
机
上
訓
練

は
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
事
象
が
起
こ

っ
て
か
ら
、
道
か
ら

危
機
管
理
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
近
隣
町
村
を

含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
三
日
間

問　
生
ご
み
の
回
収
回
数
が

少
な
く
て
、
町
外
か
ら
転

入
さ
れ
た
方
か
ら
不
便
さ
と
戸

惑
い
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

町
が
推
奨
し
て
い
る
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
も
下
水
道
の
通
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
い
い
が
、
そ
れ
以

外
は
だ
め
だ
し
、
少
人
数
家
庭

で
は
負
担
が
重
く
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
は
悪
臭
が
出
る
の
で
、

週
に
二
回
の
収
集
に
す
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
で
意
識

は
あ
る
け
ど
理
解
し
て
い
な
い

の
全
電
源
喪
失
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

万
が
一
の
時
に
担
当
者
が
迅

速
な
対
応
を
と
れ
る
よ
う
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
す
。

　

沼
田
町
で
は
、数
年
前
か
ら
、

建
設
業
界
と
災
害
時
に
お
け
る

協
定
を
結
ん
で
い
て
、
過
日
そ

の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
緊
急
時
の
電
源
確
保

を
含
め
た
机
上
訓
練
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

方
が
い
る
の
で
、
町
民
に
詳
し

く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、

二
十
三
年
八
月
か
ら

戸
別
収
集
を
復
活
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
懇
談
会
な
ど
で
意

見
を
聴
取
し
て
お
り
ま
す
が
、

声
と
し
て
上
が
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
お
む
ね
今
の
体
制

が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
は
普
及
が
進

め
ば
、
町
の
広
域
ご
み
処
理
負

担
金
も
減
る
こ
と
か
ら
、
推
奨

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

分
別
に
つ
い
て
は
、
回
収
業

者
さ
ん
に
、
指
導
の
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
頂
い
た
り
し
た
結
果
、

間
違
い
は
だ
い
ぶ
ん
少
な
く
な

っ
た
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

中村保夫
議員

7

週
二
回
の
生
ご
み
回
収
を
復
活
す
べ
き
だ

現
在
の
体
制
が
お
お
む
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

問答

上野敏夫
議員

厳
寒
時
の
広
域
停
電
に

 

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か

道
か
ら
の
指
示
も
あ
り
、早
急
に
整
備
す
る

問答

緊急時に役に立つか　町の防災機器

生ごみ収集
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師恵言明夢
挑

亜
雪情集進 正

浅野事務局長 吉田書記

今年も議員それぞれの思いを、漢字一文字で表現してもらいました。
はて、その真意は……是非、直接本人に聞いてあげて下さい。

く
に
い
ま
す
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
導
入
せ
ん
が
た
め
に
業
務
提

携
し
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
生
産
者
か
ら
は
、「
少

し
で
も
買
い
入
れ
価
格
を
上
げ

て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
作
付
増
加
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

工
場
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、

安
心
・
安
全
な
も
の
を
届
け
る

た
め
に
は
、
新
し
く
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
加
工
場
は
減
反
と
価
格

低
迷
に
あ
え
い
で
い
た
農
家
の

所
得
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
理
念
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

就
業
支
援
実
習
農
場
と
の
連

携
は
雇
用
形
態
も
違
う
の
で
一

体
化
は
難
し
い
で
す
が
。

問　
今
年
度
の
農
産
加
工
場

の
運
営
が
順
調
だ
っ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

八
月
に
名
古
屋
の
「
コ
ー
ミ

株
式
会
社
」
と
業
務
提
携
を
し

た
こ
と
に
関
連
し
て
、
以
下
質

問
し
ま
す
。

　

今
後
、
ト
マ
ト
生
産
量
を
倍

増
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

ど
の
よ
う
な
体
制
を
考
え
て
い

る
か
。

　

ま
た
、
沼
田
町
の
老
朽
工
場

の
改
築
・
改
造
を
考
え
て
い
る

か
。

　

そ
も
そ
も
、
農
産
加
工
場
は

何
の
た
め
に
町
営
で
行
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
か
。

　

更
に
は
、
就
業
支
援
実
習
農

場
と
の
連
携
を
も
っ
と
取
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
「
コ
ー
ミ
株
式
会

社
」
を
は
じ
め
民
間

食
品
会
社
は
消
費
者
の
一
番
近

渡辺敏昭
議員

農
産
加
工
物
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

作
付
増
加
の
為
に
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
考
え
た
い

問答

　昭和25年創業の名古屋
を拠点とする調味食品製
造会社。トマト系調味食
品の製造では日本で第４
位のシェアを誇る。

コーミ株式会社

今回の定例議会の傍聴者は、16名でした。
みなさまの傍聴を待っています。お気軽に、いらして下さい♪

このようなおもしろい議
論はビデオに収録して配
信してほしい。（40代男性）

高齢者対策や介護などで、
町民の声の代弁者になっ
てほしい。 （70代男性）

傍聴席の生の声 傍聴席の生の声
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中
村
保
夫
議
員

問　
子
供
達
の
自
由
な
発
想

は
時
と
し
て
私
た
ち
大
人

の
見
過
ご
し
て
い
た
も
の
を
鋭

く
え
ぐ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
子
供
た
ち
に
地
方

自
治
の
仕
組
み
や
意
見
開
陳
の

方
法
を
学
ば
せ
る
事
も
、
私
た

ち
大
人
の
仕
事
で
す
。

　

今
の
世
の
中
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
つ
ぶ
や
く
事
が
流
行
り
の
様

で
す
が
そ
れ
だ
け
で
は
子
供
は

成
長
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
教
育
の
一
環
と
し

て
小
学
校
議
会
を
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

　

私
た
ち
議
員
も
こ
の
議
場
の

傍
聴
席
で
、
自
由
な
奔
放
な
意

見
を
拝
聴
し
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
議
長
は
議
場
の
責

任
者
と
し
て
議
場
使
用
許
可
を

出
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

 

渡
辺
敏
昭
議
員

問　
新
し
い
小
学
校
が
完
成

し
、
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
昨

今
の
情
報
社
会
の
流
れ
を
見
る

と
、今
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
は
、

学
校
の
授
業
で
教
え
る
範
囲
を

超
え
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
、
モ
ラ
ル
的
基

本
を
小
学
生
の
う
ち
か
ら
教
え

る
事
が
大
事
で
、
そ
の
為
に
Ｉ

Ｔ
を
利
用
し
授
業
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

生
沼
教
育
長

　

教
育
の
面
で
も
町
づ
く
り
の

面
で
も
、
と
て
も
効
果
的
な
提

案
を
頂
き
ま
し
た
。

　

他
の
町
村
で
も
実
施
事
例
が

あ
る
様
な
の
で
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

日
暮
教
育
委
員
長

　

学
校
現
場
で
は
学
級
会
や
児

童
会
の
選
挙
を
は
じ
め
弁
論
大

会
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

自
分
を
主
張
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。

　

修
学
旅
行
で
は
国
会
議
事
堂

を
見
学
し
、
政
治
に
触
れ
さ
せ

て
お
り
ま
す
。

　

ご
提
案
の
件
は
教
育
委
員
会

と
し
て
も
前
向
き
に
考
え
た
い
。

杉
本
議
長

　

議
場
を
大
い
に
使
っ
て
勉
強

の
場
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

基
本
的
な
Ｉ
Ｔ
授
業
の
メ
リ

ッ
ト
を
伺
い
た
い
。

　

又
、
パ
ソ
コ
ン
も
数
年
で
変

わ
る
の
が
現
状
で
す
。
今
、
取

り
入
れ
様
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
ど

う
活
用
さ
れ
る
の
か
、
授
業
に

ど
う
い
う
風
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　

更
に
、
Ｉ
Ｔ
授
業
を
進
め
る

上
で
教
員
の
養
成
が
大
事
で
あ

る
が
教
育
長
の
考
え
を
聞
か
せ

て
頂
き
た
い
。

生
沼
教
育
長

　

今
、
社
会
の
情
報
化
は
凄
ま

じ
い
勢
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
社
会
を
こ
れ
か
ら
の
子
供

た
ち
は
生
き
抜
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
か

ら
、
情
報
活
用
能
力
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
、
社
会
に
巣
立
っ

て
い
か
せ
る
事
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
特
に
電
子
黒
板
、
実

物
投
影
機
等
は
教
育
に
非
常
に

効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
機
能
的
で
先
生
方
も
説
明

し
や
す
く
、
生
徒
も
非
常
に
理

解
し
易
い
効
率
の
高
い
授
業
が

展
開
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
勉
強

が
進
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、技
術
の
進
化
と
共
に
、

情
報
機
器
も
常
に
進
化
し
て
お

り
ま
す
。

　

教
育
の
観
点
か
ら
も
機
器
の

更
新
は
必
要
で
す
が
、
財
政
的

な
問
題
か
ら
、
そ
の
時
々
に
対

応
い
た
し
た
い
。

　

教
員
養
成
に
つ
い
て
は
研
修

活
動
、
学
校
研
修
、
空
知
教
育

セ
ン
タ
ー
講
座
等
、
こ
れ
か
ら

も
、
先
生
方
に
勉
強
の
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

小
学
校
議
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か

実
施
事
例
を
参
考
に
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る

問答

Ｉ
Ｔ
授
業
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
、進
め
方
は

子
供
達
の
情
報
活
用
能
力
を
高
め
た
い

問答

教
育
長
へ
の
一般
質
問
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一般会計等 財政が厳しい中で、理事者、職員が一丸となって予算執行
に取り組んだ努力は、議会としても認める所ではあるが、今ひとつ成果が
見えない事業もみられる。
特に平成23年度は、町長にとって初めての政策年であり、町民に十分な
理解をいただける行政執行が求められた年である。
今後より一層、目標達成へ向けて推進することを望み、次の意見を付す。

平成23年度
沼　田　町決算審査特別委員会10月22日

～25日

一般会計等

歳入歳出　決算認定　意見

全般に、平成23年度に計画された政策が、町内外へ的確にＰＲされていない印象を待つ。ＰＲや、
説明が周知不足のために利用率や効果が上がらない事業が散見される。
今後は、利用する対象者の年代・性別・職種・地域などに合うように、きめ細やかに告知の方法
を変える工夫が必要と思われる。
中でも、光ファイバーの普及率については26.2％に留まっている。町民に
も負担を求める事業ではあるが情報化時代でもあるので、その他の情報機器
の活用も合わせて検討を進め、更なる普及向上に努力願いたい。

各種事業の町民へのPRについて1

市街地の中で一部高齢者が多い地域や、空地が広がる地域において、融雪
溝への投入作業が体力面や、人力不足のために厳しい状況となっている。
今後は、重機で雪を搬入できる大型融雪槽の設置などを検討し、住民の生
活を守ることを切に求める。

大型融雪槽の設置について2

●
政
策
予
算
が
決
算
前
に

専
決
で
無
く
な
っ
て
い

る
の
は
問
題
だ
。

●
役
場
の
職
員
の
旅
費
宿

泊
費
の
基
準
を
現
状
に

合
っ
た
よ
う
に
明
文
化

せ
よ
。

●
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を

よ
り
積
極
的
に
活
用
せ

よ
。

●
国
保
会
計
へ
の
町
の
持

ち
出
し
が
今
後
も
増
加

す
る
の
で
、
住
民
健
診

の
受
診
率
の
向
上
と
、

余
裕
の
あ
る
基
金
の
積

み
立
て
を
せ
よ
。

●
ほ
た
る
館
や
町
営
バ
ス

を
「
後
期
高
齢
者
証
」

の
提
示
で
無
料
か
割
引

き
に
な
る
制
度
を
工
夫

せ
よ
。

●
ク
ラ
ウ
ス
十
五
号
を
、

ほ
た
る
館
に
移
転
し
た

効
果
を
も
っ
と
生
か

せ
。

そ
の
他
の
意
見

■全議員で役場の各課ごとへ質問と意見交換をし、最終的に下記の『意見書』を提出した。

計画的に古くなった配水管などの設備改修が進められており、適切
な維持管理が行われている。今後も厳しい見通しではあるが、健全な
事業運営を目指して努力することを望む。

水道事業会計

　農業経営者にとって必要な事業であるが、内容の充実が必要と考える。
　そのためには、町と農協との連携をより緊密にし、農業経営者の求め
る事業や意見の積み上げに創意工夫を凝らし、より使いやすい予算付け
に努力願いたい。

農業総合対策事業について3
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初日は、沼田町と姉妹都市である富山県の小矢部市へ。
盛大な歓迎を受け、長い交流と友情を誓い合いました。

「津沢・夜高あんどん保存会」
の会長、川原久俊さん。

▲小矢部市の議長から、沼田町の議長へ、全議員分の「小型あんどん」をいただき、
　歓迎会は盛り上がりました。

●沼田町を開拓した沼田喜三郎翁の祖先の墓に、お参りいたしました。
　お墓には、沼田町などの説明が書かれた看板などがあり、小矢部市の皆
　さまの心がこもった姿勢に感激いたしました。

小矢部の市長、桜井森夫さん。
1954年1月生れ。お若い！

小矢部の議長、中村重樹さん。
翌朝、お見送りいただきました。

小矢部市表敬訪問
沼田町の夜高あんどん祭りに毎年
いらしてくれる、小西喜代志さん。

地元の伝統の踊りや歌などを披露
していただいた会の、司会の女性。

沼田町議会 道外調査2012年11月
27日～30日

これ以降は、２つの委員会に分かれて、
東北へ『地域防災』、中部へ『福祉』の視察へと向かいました。

地元の主婦らによる、数多くの伝統芸能の披露。文化の重層を実感。

11月27日

28日 午前6時



■柏崎市
○市役所

■松島町
○役場
　３・11震災後の４月
22日に議会が全町民を
対象にした『一般会議』
を開催し、住民ニーズ
　　　の吸い上げと、情報の提供を行った。

いざ災害になると議会の振る舞い
は難しい。たとえば「じゃまをし
ないで」とか、反対に「顔が見え
ない」と苦情がでるようだ。だか
　らこそ、松島町の議会の行動は
　参考になった。

○自主防災組織「松美町内会」
　災害の直後に町内会が独自に
住民にアンケートを行い、情況
を把握した。そのデータを元に、
町内会に入ってくるボランティアや保健師など
の配置に生かした。

○自主防災組織「北条町内会」

キーワードは「参加」。
・・・参加意識を育む環境を、どのように構築するか。

防災会議と
総合防災訓練
が必要「地域防災」は、

　　　まち作りそのもの。

市内にある町内会の97.7％が、自
主防災組織を作っている。それが
あれば、平常時に『要援護者名簿』
を整備して、非常時に備えられる。

松美町内会が、独
自に作った災害対
策パンフレット。

　帰りの仙台空港に向かう途中、レンタカーで太平洋海岸を走り、津波の被災地を視察した。分別さ
れたガレキと、田んぼが塩害で茶色く変色した光景が延々と続き、言葉を失いかけたが、むしろ、こ
こで必要なのは言葉なのだ。

コミュニティ・センタ
ーに町内会の班ごとの
全町民の安否確認や被
害状況を記載するホワ
イト・ボードがある。

28日
新潟県★柏崎市

11月27日
富山県★小矢部市

30日
宮城県★松島町

29日
宮城県★多賀城市

役場の前にある
放射能センサー。

３・11時、製油所の
火災は、５日間も続
き、恐ろしかった。

■多賀城市
○市役所
　自衛隊の「地域支援本部」を通じて、常日
頃から地元の自衛隊が全市民参加の防災会議
や訓練に参加していただいていた。
　また、自衛隊のＯＢが議員にいることも、
連携がスムーズにとれている環境のひとつで
もあるかもしれない。

12

総務民教常任委員会
道 外 調 査 報 告
柏崎市 多賀城市 松島町
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28日
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宮城県★松島町

29日
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役場の前にある
放射能センサー。

３・11時、製油所の
火災は、５日間も続
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富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

わ
く
わ
く
小
矢
部

 

二
十
八
日

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
一

つ
屋
根
の
下
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
場
所
で
す
。

現
在
で
は
「
富
山
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」登
録
数
八
十
一
施
設
、

「
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
加

入
数
五
十
七
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

わ
く
わ
く
小
矢
部
は
高
齢

者
・
障
害
者
・
乳
幼
児
や
児

童
、
地
域
の
皆
が
共
に
楽
し
く

語
ら
い
、
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合

い
、
生
き
が
い
を
感
じ
、
わ
く

わ
く
し
た
時
間
を
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
、
願
い
や
想
い
を
形

に
し
た
地
域
密
着
型
の
小
規
模

施
設
で
す
。

二
〇
〇
二
年
に
精
神
健
康
福

祉
士
・
保
育
士
・
社
会
福
祉
士

三
人
で
病
院
跡
地
を
改
修
し
て

開
業
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
の
回
想
法

 

二
十
九
日

北
名
古
屋
市
で
は
回
想
法
を

介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
を
図

る
地
域
ケ
ア
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

回
想
法
と
は
自
ら
の
経
験
や
、

昔
懐
か
し
い
道
具
を
教
材
に
そ

の
体
験
を
語
り
合
う
事
に
よ
り
、

介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
に
役

立
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

回
想
法
ス
ク
ー
ル
は
、
十
人

ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
週
一
回
の

教
室
を
、
連
続
八
回
、
各
回
テ

ー
マ
を
決
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
白
川
町

　
独
居

世
帯
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
見

守
り
サ
ー
ビ
ス

 

二
十
九
日

白
川
町
で
は
高
齢
化
率
三
十

八
％
と
増
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
見
回
り
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
に
よ
る
電
話
連
絡
や

民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
面
積
の
九
割

を
山
林
が
占
め
て
い
る
町
で
は
、

見
回
り
活
動
で
町
内
を
移
動
す

る
に
も
時
間
が
か
る
。
そ
の
打

開
策
と
し
て
、
電
気
メ
ー
カ
ー

の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
と
組
み
タ
ブ
レ

ッ
ト
型
、
端
末
で
使
え
る
見
守

り
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
し
た
。

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
四
十

七
戸
に
配
布
、
三
百
六
十
五
日

二
十
四
時
間
見
守
っ
て
い
ま
す
。

朝
サ
ー
バ
ー
か
ら
質
問
項
目

を
一
斉
配
信
し
、
利
用
者
が
自

宅
で
画
面
に
触
れ
て
答
え
ま
す
。

役
場
の
パ
ソ
コ
ン
に
各
解
答

が
集
ま
り
、
保
健
師
や
町
職
員

が
安
否
の
確
認
を
し
ま
す
。

「
テ
レ
ビ
電
話
」
機
能
を
使

え
ば
、
保
健
師
に
通
じ
て
、
顔

を
見
な
が
ら
相
談
が
で
き
る
。

利
用
料
は
町
の
負
担
で
、
端

末
の
初
期
投
資
は
県
の
補
助
金

で
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ミ
犬
山
工
場
視
察

 

三
十
日

コ
ー
ミ
株
式
会
社
と
の
「
業

務
連
携
協
定
」
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
事
業
の
展
開
が
、
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
加
工
ト
マ
ト
の
面
積
の
拡
大

↓　

希
望
面
積
：
三
ha
以
上

◎
沼
田
農
産
加
工
場
に
よ
る
コ

ー
ミ
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
販

売
強
化

◎
沼
田
農
産
加
工
場
に
よ
る
コ

ー
ミ
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
開
発

と
販
売

◎
に
ん
じ
ん
・
ア
ッ
プ
ル
等
の

ジ
ュ
ー
ス
、
パ
ン
プ
キ
ン
・

コ
ー
ン
等
の
ス
ー
プ
系
商
品

の
開
発

◎
そ
の
他
、
新
規
販
売
ル
ー
ト

の
共
同
開
拓

乳児と高齢者の共存

グループ回想法

タブレットの送受信

産建福祉常任委員会
道 外 調 査 報 告
小矢部市 名古屋市 白川町
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「
議
会
広
報
」

二
〇
一
三
年
一月
三
十一日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　待望の新しい校舎を三学期から使うことにあたり、
私にはたくさんの思いがあります。
　まず、今まで長い間お世話になった古い校舎に対
して感謝の気持ちをいつまでも忘れずにいたいと思
います。
　たくさんの人が卒業していった歴史ある旧校舎は
至るところに古さが出ていましたが、私たち児童に
とってはそのような古さも全て含めてこの校舎の思
い出で、お気に入りの場所でした。
　また、新しい校舎については旧校舎同様長く使う
ことによって、この立派な校舎の造りを次の世代の
人達に伝えるとともに、建設に関わった全ての方へ
の感謝の気持ちも引き継いでほしいです。
　今の６年生は３学期という短い間しか使うことが
できませんが、これからもこの校舎を美しく長持ち
させ、旧校舎同様、まちの人たちから愛される場所
になってほしいです。
　また、少子高齢化が進む中、町おこしにも役立つ
よう、「小学生だけが使う建物」ではなく、日常で
地域の方々も使うことのできる「公共施設」となる
よう期待しています。

沼田小学校６年　城
しろ

田
た

有
ゆ

梨
り

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之

　
久
保
元
宏

　

十
二
月
二
日
、
中
央
自
動
車

道
上
り
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
天
板

崩
落
事
故
、
九
名
の
方
が
亡
く

な
り
、
二
名
の
方
が
負
傷
さ
れ

ま
し
た
。

　

偶
然
に
そ
こ
を
通
り
が
か
っ

た
だ
け
な
の
に
、
何
故
こ
の
様

な
事
故
が
起
こ
る
の
か
、「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
四
十
〜
五
十
年

は
大
丈
夫
」
こ
の
事
を
過
信
し

充
分
な
対
策
を
取
ら
な
か
っ
た

事
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
え
な
い
所
で
腐
食
が
進
み

少
し
ず
つ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
内

部
劣
化
が
起
き
、
つ
い
に
崩
落

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
日
々

の
点
検
を
確
実
に
す
る
事
で
防

げ
た
は
ず
で
す

　

今
年
の
豪
雪
を
見
る
と
我
が

町
の
古
い
施
設
が
心
配
で
す
。

あ
と
が
き

新しい校舎への思い

　

町
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

（
津
川
委
員
長
）
は
、
沼
田
厚

生
病
院
の
金
谷
院
長
、
鳥
本
副

院
長
、
木
村
事
務
長
、
一
瀬
看

護
師
長
を
お
招
き
し
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

又
、
将
来
の
病
院
の
体
制
に
つ

い
て
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め

の
魅
力
あ
る
病
院
づ
く
り
に
つ

い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

病
院
側
か
ら
、「
病
院
の
建

て
替
え
は
、
時
期
の
問
題
、
規

模
の
問
題
な
ど
、
町
と
し
て
の

考
え
方
が
重
要
」
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

夜
間
救
急
体
制
の
継
続
も
、

「
ス
タ
ッ
フ
の
数
に
よ
り
体
制

継
続
可
能
に
な
る
の
で
、
看
護

師
の
確
保
が
必
要
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

沼
田
厚
生
病
院
と
の
意
見
交
換
会

 

十
二
月
十
四
日


